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は
じ
め
に

「
三
十
六
歌
仙
」
と
は
、
藤
原
公
任
（
九
六
六
～
一
〇
四
一
）
が
撰
ん
だ

『
三
十
六
人
撰
（
三
十
六
人
歌
合
）』
に
よ
る
歌
人
た
ち
を
指
す
（
１
）

。『
古
今
和

歌
集
』
の
仮
名
序
で
言
及
さ
れ
た
僧
正
遍
昭
・
在
原
業
平
・
文
屋
康
秀
・
喜
撰

法
師
・
小
野
小
町
・
大
伴
黒
主
の
六
人
の
歌
人
が
、
後
代
に
な
っ
て
「
六
歌

仙
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
「
六
」
の
自
乗
の
三
十
六

人
を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。『
三
十
六
人
撰
』
で
は
三
十
六
歌
仙
の
名
歌
を

歌
合
形
式
で
左
右
に
分
け
、
柿
本
人
麿
・
紀
貫
之
・
凡
河
内
躬
恒
・
伊
勢
の
冒

頭
四
人
お
よ
び
平
兼
盛
・
中
務
の
末
尾
二
人
は
各
十
首
、
そ
の
他
の
三
十
人
は

各
三
首
、
計
百
五
十
首
が
撰
ば
れ
て
い
る
。
公
任
に
よ
る
「
三
十
六
歌
仙
」
以

降
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
「
中
古
三
十
六
歌
仙
」
を
は
じ
め
、
鎌
倉
時
代
に
歌
人

た
ち
を
新
た
に
選
出
し
た
「
新
三
十
六
歌
仙
」、
女
性
歌
人
を
集
め
た
「
女
房

三
十
六
歌
仙
」、
僧
侶
を
中
心
と
し
た
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
」
な
ど
が
生
み
出

さ
れ
て
い
っ
た
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
似
絵
の
流
行
に
と
も
な
い
、「
三
十
六
歌
仙
」
を
題
材

に
し
た
歌
仙
絵
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
歌
仙
絵
に
は
各
歌
仙
の
和
歌
が
一

首
添
え
ら
れ
た
。
佐
竹
本
「
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」
は
夙
に
有
名
で
あ
る
。
室
町

時
代
頃
か
ら
は
、
歌
仙
図
扁
額
の
奉
納
も
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
近
世
に
か
け
て
は
古
筆
手
鑑
の
流
れ
と
画
帖
と
い
う
形
式
が
結
び
つ
き
、

歌
仙
の
絵
と
和
歌
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
三
十
六
歌
仙
」
の
画
帖
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
王
朝
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
京
都
の
公
家
や
門
跡
が
和
歌
の
主
な

書
写
者
と
な
り
、
作
ら
れ
た
画
帖
は
江
戸
の
将
軍
家
や
大
名
な
ど
の
武
家
も
享

受
者
と
な
っ
た
。

帝
塚
山
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
一
冊
は
、
こ
の
伝
統
性

の
強
い
絵
画
形
式
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
歌
仙
絵
と
、
近
世
初
期
に
活
躍
し
た
公

卿
た
ち
の
書
写
に
よ
る
和
歌
で
構
成
さ
れ
た
画
帖
で
あ
る
（
２
）

。
本
稿
で
は
、

帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
絵
と
和
歌
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

一
端
を
報
告
し
た
い
。

一
、
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
歌
仙
絵

帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
は
、
両
面
画
帖
の
形
式
で
製
作
さ
れ

て
お
り
、
表
側
に
第
一
番
左
の
柿
本
人
麿
か
ら
第
十
七
番
左
の
源
公
忠
ま
で
、

裏
側
に
第
十
八
番
右
の
壬
生
忠
岑
か
ら
第
三
十
六
番
右
の
中
務
ま
で
が
貼
り
込
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表
紙
は
宝
尽
く
し
文
様
の
緞
子
装
。
画
帖
表
側
の
最
初
と
末
尾
の
見
返
し
部

分
は
金
泥
模
様
入
り
で
、
見
返
し
隣
の
面
に
は
野
花
の
彩
色
絵
と
金
銀
砂
子
。

そ
の
他
の
台
紙
に
も
金
銀
砂
子
が
施
さ
れ
て
い
る
。
歌
仙
の
絵
は
絹
本
に
彩
色

さ
れ
、
和
歌
は
金
の
霞
を
横
に
引
い
た
料
紙
に
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
の

料
紙
に
は
上
部
に
共
通
す
る
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
同
じ
目
的
で
予
め
用
意

さ
れ
た
も
の
と
分
か
る
。
和
歌
の
右
に
添
え
ら
れ
た
筆
者
名
の
短
冊
は
す
べ
て

同
一
人
物
に
よ
る
筆
跡
で
あ
る
。

画
帖
表
側
の
冒
頭
で
あ
る
柿
本
人
麿
像
と
裏
側
末
尾
の
中
務
像
の
各
図
の
み

「
岑
信
筆
」
の
款
記
と
朱
文
方
印
「
狩
」
が
施
さ
れ
て
お
り
、
歌
仙
絵
の
作
者

が
、
浜
町
狩
野
家
の
祖
、
狩
野
随
川
岑
信
（
一
六
六
二
～
一
七
〇
八
）
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
れ
て
い
る
。
最
初
の
見
開
き
で
は
右
側
に
歌
仙
絵
が
、
左
側
に
左
右
の
別
・

歌
人
名
・
和
歌
一
首
を
書
い
た
歌
色
紙
が
貼
ら
れ
、
次
の
見
開
き
で
は
、
左
側

に
歌
仙
絵
、
右
側
に
歌
色
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
こ
れ
を
順
番
に
繰
り

返
し
て
い
く
方
式
を
採
っ
て
お
り
、
左
方
と
右
方
に
分
か
れ
て
い
る
本
来
の
歌

合
形
式
が
意
識
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
対
と
な
る
源
公
忠
と
壬
生

忠
岑
は
表
側
と
裏
側
に
分
か
れ
て
い
る
）。

図
4

　
款
記
（
中
務
）

図
3

　
款
記
（
人
麿
）

図
1

　
人
麿

図
2

　
中
務
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え
て
い
た
。『
古
画
備
考
』
巻
三
十
九
に
よ
れ
ば
、
岑
信
は
十
五
、
六
歳
の
頃

か
ら
御
伽
衆
と
し
て
出
仕
し
、
と
り
わ
け
目
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。
宝
永
元

年
（
一
七
〇
四
）、
家
宣
は
正
式
に
第
五
代
将
軍
綱
吉
の
養
嗣
子
と
な
っ
て
江

戸
城
西
の
丸
に
入
る
が
、
そ
の
後
も
岑
信
が
仕
え
て
い
た
こ
と
が
史
料
に
も
見

え
る
（
５
）

。
さ
ら
に
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
は
直
々
に
松
本
姓
を
賜
り
、

友
盛
と
称
し
た
。
当
初
、
家
宣
は
松
平
姓
を
名
乗
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い

う
か
ら
、
事
実
で
あ
れ
ば
確
か
に
破
格
の
扱
い
で
あ
る
。
と
も
に
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
生
ま
れ
で
あ
り
、
綱
豊
時
代
か
ら
仕
え
て
き
た
岑
信
は
、
家
宣

に
と
っ
て
気
の
置
け
な
い
人
物
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
、
岑
信
は
翌
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
十
二
月
三
日
、
没
。
法
名
は

覚
樹
院
岑
信
日
置
。
浜
町
家
は
弟
で
猶
子
と
な
っ
た
甫
信
が
継
い
だ
。
岑
信
が

初
祖
と
な
っ
た
浜
町
家
は
、
探
幽
三
兄
弟
の
諸
家
と
と
も
に
、
江
戸
狩
野
派
に

お
け
る
奥
絵
師
四
家
の
一
つ
と
な
っ
て
続
い
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
岑
信
の
画
風
に
対
し
て
は
、
明
治
の
初
め
に
岡
倉
天
心
が
次
の
よ
う

に
言
及
し
て
い
る
。

狩
野
歴
世
ノ
画
相
ヲ
鑑
ミ
ル
ニ
其
変
化
一
ニ
シ
テ
足
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
祐

勢
・
元
信
ノ
骨
法
ハ
、
永
徳
・
山
楽
ニ
至
テ
一
変
シ
、
渾
厚
蒼
古
ニ
換
フ
ル

ニ
豪
健
壮
奇
ヲ
以
テ
シ
、
興
意
・
探
幽
ノ
出
ヅ
ル
ニ
及
ン
デ
再
変
シ
テ
瀟
洒

雄
抜
ニ
転
化
シ
タ
リ
。
周
信
・
岑
信
ニ
及
ン
デ
気
力
消
磨
シ
、
殆
ン
ド
父
祖

ノ
衣
鉢
ヲ
伝
フ
ル
能
ハ
ザ
ル
ニ
至
リ
、
栄
川
ノ
巧
致
ヲ
以
テ
第
三
変
ヲ
試
ミ

タ
レ
ド
モ
其
余
勢
長
大
ナ
ラ
ズ
。
遂
ニ
晴
川
・
伊
川
ヲ
シ
テ
勉
メ
テ
唐
・
宋
・

江
戸
の
狩
野
派
は
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）、
狩
野
守
信
（
探
幽
）
が
江

戸
の
鍛
冶
橋
門
外
に
屋
敷
を
拝
領
し
、
正
式
に
江
戸
幕
府
の
御
用
絵
師
と
な
っ

た
（
鍛
冶
橋
家
）。
探
幽
に
は
二
人
の
弟
、
五
歳
下
の
尚
信
、
十
一
歳
差
の
安

信
が
お
り
、
父
孝
信
の
跡
は
尚
信
が
継
い
だ
（
木
挽
町
家
）。
木
挽
町
家
は
尚

信
の
後
、
常
信
、
周
信
と
続
き
、
幕
末
に
か
け
て
狩
野
派
の
主
流
と
な
っ
た
。

狩
野
派
宗
家
の
光
信
の
跡
は
長
子
で
あ
る
貞
信
が
継
い
で
い
た
が
、
貞
信
が
亡

く
な
っ
た
後
は
安
信
が
継
ぐ
こ
と
に
な
る
（
中
橋
家
）（
３
）

。

狩
野
岑
信
は
、
常
信
（
一
六
三
六
～
一
七
一
三
）
の
次
男
で
、
母
は
安
信

（
一
六
一
四
～
一
六
八
五
）
の
息
女
で
あ
る
。
父
常
信
は
、
江
戸
狩
野
派
に
お

い
て
京
で
生
ま
れ
た
最
後
の
世
代
で
あ
っ
た
。
常
信
は
十
五
歳
で
父
の
尚
信
を

亡
く
し
た
後
、
探
幽
か
ら
指
導
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
探
幽
の
作

風
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
古
画
を
学
ん
で
新
し
い
様
式
を
求
め
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
常
信
は
和
歌
を
中
院
通
茂
に
師
事
し
、
歌
集
等
に
多
く
の
詠
歌

を
残
し
て
お
り
、
水
戸
の
徳
川
光
圀
に
も
和
歌
を
通
じ
て
恩
顧
を
賜
っ
て
い

る
。『
徳
川
実
紀
』
で
は
朝
幕
に
お
け
る
贈
答
品
に
常
信
の
名
を
多
く
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
、
彼
の
作
品
が
好
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
第
八
代
将
軍
吉

宗
は
古
画
を
愛
好
し
探
幽
画
を
好
ん
だ
が
、
探
幽
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た

た
め
常
信
を
師
と
し
、
さ
ら
に
周
信
や
そ
の
子
を
重
ん
じ
た
と
い
う
（
４
）

。

一
方
、
岑
信
の
生
涯
に
最
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
江
戸
幕
府
第
六
代
将

軍
と
な
っ
た
徳
川
家
宣
（
一
六
六
二
～
一
七
一
二
）
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
岑
信

は
、
家
宣
が
将
軍
に
就
任
す
る
以
前
の
「
甲
府
宰
相
」
綱
豊
時
代
か
ら
側
に
仕
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ま
た
、
歌
仙
絵
の
様
式
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
狩
野
養
信

（
一
七
九
六
～
一
八
四
六
）
（
８
）

が
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
作
成
し

た
、
い
わ
ゆ
る
後
鳥
羽
院
本
「
三
十
六
歌
仙
絵
」
の
模
本
で
あ
る
（
図
５
）。

後
鳥
羽
院
本
と
は
、
絵
・
和
歌
と
も
に
後
鳥
羽
院
（
一
一
八
〇
～
一
二
三
九
）

筆
と
す
る
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
～
一
六
三
八
）
の
極
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

総
称
し
て
「
後
鳥
羽
院
本
」
と
呼
ば
れ
、
断
簡
で
伝
わ
る
十
数
点
の
歌
仙
絵
で

あ
る
（
９
）

。
養
信
が
模
写
し
た
一
巻
に
は
、
三
十
六
歌
仙
す
べ
て
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
末
尾
に
は
特
に
女
性
歌
仙
五
人
が
ま
と
め
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
図
様
と
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」

の
女
性
歌
仙
絵
に
一
致
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図
６
）。た
だ
し
、

両
者
は
共
通
し
つ
つ
も
細
か
い
点
が
相
違
し
て
い
る
。
ま
ず
、
伊
勢
は
後
ろ
向

き
で
片
袖
を
頭
上
に
か
ざ
す
姿
勢
で
描
か
れ
る
が
、
絵
の
左
右
は
反
転
し
て
い

る
。
小
野
小
町
は
両
者
と
も
ほ
ぼ
同
じ
体
勢
を
と
る
が
、
帝
塚
山
大
学
蔵
本
は

扇
を
持
っ
て
い
る
点
な
ど
が
異
な
る
。
斎
宮
女
御
は
、
養
信
模
本
で
は
後
ろ
姿

の
斜
め
下
に
几
帳
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
帝
塚
山
大
学
蔵
本
で
は
人
物
と
几
帳

の
距
離
が
よ
り
近
く
、
重
な
っ
て
い
る
。
小
大
君
は
、
養
信
模
本
の
小
大
君
像

と
中
務
像
を
融
合
さ
せ
た
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
る
。

伊
勢
の
絵
が
左
右
反
転
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
帝
塚
山
蔵
本

が
歌
合
形
式
の
画
帖
で
あ
る
こ
と
に
理
由
が
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。
右
方
の
伊

勢
の
絵
（
画
面
左
に
配
置
）
は
他
と
同
様
、
右
向
き
に
統
一
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

元
・
明
、
本
朝
古
代
諸
派
ノ
粉
本
ヲ
蒐
集
シ
、
該
博
含
蓄
ヲ
以
テ
第
四
変
ヲ

ナ
サ
シ
メ
タ
リ
（
６
）

。

狩
野
家
の
歴
代
の
画
風
を
た
ど
る
中
で
、
岡
倉
天
心
は
、
狩
野
正
信
（
祐

勢
）・
元
信
の
「
渾
厚
蒼
古
」
か
ら
永
徳
・
山
楽
に
至
っ
て
「
豪
健
壮
奇
」
に
変

化
し
、
興
以
（
興
意
）・
探
幽
に
及
ん
で
さ
ら
に
「
瀟
洒
雄
抜
」
に
転
化
し
た
と

指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
に
見
え
る
よ
う
に
、
兄
周
信
と
岑
信
に
つ
い
て

は
「
気
力
消
磨
」
し
、
父
祖
の
衣
鉢
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
酷

評
す
る
。
天
心
に
よ
る
岑
信
の
画
家
と
し
て
の
評
価
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。

帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
歌
仙
絵
は
、
冒
頭
・
末
尾
の
二
紙
の

み
に
岑
信
の
款
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
他
の
絵
に
つ
い
て
は
無
款
記
で
あ
る
。
概

ね
絵
の
特
徴
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
丁
寧
さ
に
関
し
て
は
歌
仙

ご
と
に
差
が
あ
る
。
面
貌
は
各
歌
仙
に
個
性
が
あ
り
、
描
き
分
け
を
し
て
い
る
工

夫
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
衣
文
線
や
女
性
の
髪
の
毛
の
線
な
ど
が
や
や
歪
ん
で

描
か
れ
た
り
、
部
分
的
に
省
略
化
さ
れ
た
り
す
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。

同
じ
岑
信
筆
の
比
較
対
象
と
し
て
は
、
赤
穂
市
立
美
術
工
芸
館
田
淵
記
念
館

蔵
「
女
房
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
７
）

。
本
作
品
は
「
女
房
三
十
六

歌
仙
」
を
描
い
た
画
帖
で
あ
り
、
各
歌
仙
絵
ご
と
に
岑
信
の
款
記
と
印
（「
狩

野
」
白
文
方
印
）
が
見
え
る
。
岑
信
筆
と
さ
れ
る
点
や
歌
仙
の
画
帖
と
い
う
点

で
共
通
す
る
が
、
こ
ち
ら
と
比
較
す
る
と
、
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画

帖
」
は
か
な
り
粗
い
仕
上
が
り
で
あ
る
。
岑
信
の
真
筆
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、

今
後
他
作
品
と
比
べ
な
が
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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③
斎
宮
女
御

④
小
大
君

②
小
野
小
町

①
伊
勢

図
６
　
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」

伊
勢

小
野
小
町

斎
宮
女
御

中
務

小
大
君

図 5　狩野養信模写・後鳥羽院本「三十六歌仙絵巻」
（東京国立博物館蔵　Image: TNM Image Archives）
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な
お
、
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
で
は
、
五
人
い
る
女
性
歌
仙

の
う
ち
、
中
務
像
の
み
が
後
鳥
羽
院
本
系
統
の
図
様
を
典
拠
と
し
て
い
な
い
。

類
似
す
る
絵
と
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
狩
野
探
幽
筆
と
し
て
知
ら
れ
る
「
新

三
十
六
歌
仙
図
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
お
け
る
俊
成
女
の
図
様
が
挙

げ
ら
れ
る
（
図
８
）。

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
成
立
し
た
「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」
は
、
鎌
倉

時
代
の
歌
人
三
十
六
名
を
左
右
二
帖
に
分
け
た
画
帖
で
、
右
帖
で
は
人
物
と
和

歌
が
見
開
き
の
左
右
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
左
帖
で
は
そ
の
反
対
の
配
置
と

な
っ
て
い
る
。

図
８

　（
上
）
狩
野
探
幽
「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」

（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　
（
下
）
再
掲
・
帝
塚
山
大
学

「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」

中
務

と
こ
ろ
で
、
三
重
・
専
修
寺
に
伝
わ
る
後
鳥
羽
院
本
の
三
点
、
伊
勢
・
小
大

君
・
中
務
像
と
比
較
す
る
と
、
養
信
模
本
は
歌
仙
の
衣
装
が
豪
華
に
改
変
さ

れ
、
文
様
も
細
か
く
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
模
写
を
残
す
養
信
が
、

後
鳥
羽
院
本
を
祖
に
も
つ
粉
本
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
⓾
）

。
一
方
、
帝
塚
山
大
学
蔵
本
は
、
伊
勢
・
小
野
小
町
・
斎
宮
女
御
・
小
大

君
の
四
名
に
関
し
て
は
、
後
鳥
羽
院
本
ま
で
遡
る
絵
の
様
式
を
も
ち
、
養
信
模

本
の
祖
本
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彩
色
は
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
養

信
模
本
の
よ
う
な
細
や
か
さ
と
は
異
な
り
、
衣
に
模
様
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
部
分
的
に
見
て
も
異
な
る
意
匠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
（
図
７
）。
帝
塚
山
大
学
蔵
本
は
粉
本
を
も
と
に
し
な
が
ら
詳
細

を
新
た
に
解
釈
し
て
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
養
信
模
本
（
と
そ
の
親
本
）

と
比
べ
る
と
拙
さ
が
見
え
る
。

　（上）養信模本

図 7　斎宮女御・下部分拡大図

　（下）帝塚山大学蔵

　　「三十六歌仙画帖」
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こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
江
戸
狩
野
派
に
お
い
て
、
歌
仙
絵
の
表
現
に
苦
心

し
つ
つ
、
図
様
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
様
子
が
看
取
さ
れ
る
（
⓫
）

。
ま
た
、
帝

塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
に
つ
い
て
は
、
狩
野
派
に
伝
わ
っ
て
い
た

後
鳥
羽
院
本
系
統
の
粉
本
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

二
、
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
和
歌

公
任
の
『
三
十
六
人
撰
（
三
十
六
人
歌
合
）』
に
は
歌
仙
ご
と
に
複
数
の
和

歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
後
の
時
代
に
は
、
三
十
六
歌
仙
ご
と
に
一
首
ず

つ
選
ば
れ
た
「
三
十
六
人
歌
合
」
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ

探
幽
の
巧
緻
を
究
め
た
描
写
と
は
異
な
り
、
技
術
的
な
レ
ベ
ル
に
差
は
あ
る

も
の
の
、
帝
塚
山
大
学
蔵
本
の
中
務
像
は
、
全
体
的
に
探
幽
画
の
俊
成
女
と
共

通
す
る
点
が
多
い
。同
様
に
、
帝
塚
山
大
学
蔵
本
の
小
野
小
町
の
図
様
は
、「
新

三
十
六
歌
仙
図
帖
」
の
殷
富
門
院
大
輔
と
共
通
し
て
お
り
、
扇
を
掲
げ
て
い
る

点
も
一
致
し
て
い
る
（
図
９
）。
た
だ
し
、
左
右
逆
転
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
養
信
模
写
本
（
後
鳥
羽
院
本
）
と
正
確
に
は
一
致
し
て
い
な
か
っ

た
小
大
君
像
は
、「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」
の
宮
内
卿
と
類
似
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
（
図
10
）。

図
９

　（
上
）
狩
野
探
幽
「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」

（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）

殷
富
門
院
大
輔

　（
下
）
再
掲
・
帝
塚
山
大
学
蔵

「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」

小
野
小
町

図
10

　（
上
）
狩
野
探
幽
「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」

（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）

宮
内
卿

　
（
下
）
再
掲
・
帝
塚
山
大
学
蔵

「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」

小
大
君
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ま
た
み
よ
し
の
ゝ
山
は
ゆ
き
ふ
る

 

（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
７
）

４
右
　
伊
勢

三
輪
の
山
い
か
に
待
み
ん
年
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も
あ
ら
し
と
お
も
へ
は

 

（
三
十
六
人
撰
37
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
11
）

５
左
　
中
納
言
家
持

棹
鹿
の
朝
た
つ
を
の
ゝ
秋
は
き
に

玉
と
み
る
ま
て
置
る
し
ら
露

 

（
三
十
六
人
撰
42
）

６
右
　
山
辺
赤
人

和
哥
の
浦
に
塩
み
ち
く
れ
は
か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ
な
き
わ
た
る

 

（
三
十
六
人
撰
46
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
18
）

７
左
　
在
原
業
平
朝
臣

世
中
に
絶
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
は

は
る
の
こ
ゝ
ろ
は
の
と
け
か
ら
ま
し

 

（
三
十
六
人
撰
47
）

８
右

　
僧
正
遍
昭

磯
上
ふ
る
の
山
辺
の
さ
く
ら
は
な

う
へ
け
む
辰
を
し
る
人
そ
な
き

の
和
歌
の
選
定
に
つ
い
て
は
作
品
（
伝
本
）
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
公
任

『
三
十
六
人
撰
』
の
和
歌
が
選
ば
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
に

は
、
藤
原
俊
成
（
一
一
一
四
～
一
二
〇
四
）
に
よ
る
『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』

と
一
致
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
は
、
公
任
撰
の

三
十
六
歌
仙
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
に
和
歌
を
選
び
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
公

任
は
六
人
を
別
格
と
し
て
十
首
と
し
て
い
た
が
、
俊
成
は
す
べ
て
の
歌
人
を
三

首
に
揃
え
、
一
〇
八
首
中
六
五
首
を
新
た
に
選
ん
で
い
る
（
⓬
）

。

以
下
に
、
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
各
和
歌
を
掲
げ
、

『
三
十
六
人
撰
』
お
よ
び
『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
と
の
一
致
を
示
す
（
併
せ

て
『
百
人
一
首
』
お
よ
び
新
編
国
歌
大
観
の
歌
番
号
を
示
す
）。

１
左
　
柿
本
人
麿

ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
の
う
ら
の
朝
き
り
に

し
ま
か
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
そ
お
も
ふ

 

（
三
十
六
人
撰
６
）

２
右
　
紀
貫
之

さ
く
ら
ち
る
木
の
し
た
か
せ
は
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
降
け
る

 

（
三
十
六
人
撰
16
）

３
左

　
凡
河
内
躬
恒

い
つ
く
と
も
は
る
の
ひ
か
り
は
わ
か
な
く
に



- 67 -

帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
周
辺

14
右
　
中
納
言
朝
忠

逢
こ
と
の
絶
て
し
な
く
は
中
〳
〵
に

人
を
も
み
を
も
恨
さ
ら
ま
し

 

（
三
十
六
人
撰
70
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
41
・
百
人
一
首
44
）

15
左
　
権
中
納
言
敦
忠

あ
ひ
み
て
の
後
の
こ
ゝ
ろ
に
く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
も
の
も
お
も
は
さ
り
け
り

 

（
三
十
六
人
撰
72
・
百
人
一
首
43
）

16
右
　
藤
原
高
光

か
く
は
か
り
へ
か
た
く
見
ゆ
る
世
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月
哉

 

（
三
十
六
人
撰
75
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
47
）

17
左
　
源
公
忠
朝
臣

行
や
ら
て
や
ま
ち
く
ら
し
つ
ほ
と
ゝ
き
す

い
ま
一
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に

 

（
三
十
六
人
撰
77
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
50
）

 

」〔
以
上
、
画
帖
表
側
〕

18
右

　
壬
生
忠
岑

有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
わ
か
れ
よ
り

あ
か
つ
き
は
か
り
う
き
も
の
は
な
し

 

（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
54
・
百
人
一
首
30
）

 

（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
22
）

９
左
　
素
性
法
師

今
こ
む
と
い
ひ
し
は
か
り
に
長
月
の

あ
り
明
の
つ
き
を
待
い
て
つ
る
か
な

 

（
三
十
六
人
撰
53
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
27
・
百
人
一
首
21
）

10
右
　
紀
友
則

夕
さ
れ
は
佐
保
の
か
は
ら
の
河
霧
に

友
ま
と
は
せ
る
ち
と
り
な
く
な
り

 

（
三
十
六
人
撰
56
）

11
左
　
猿
丸
太
夫

奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
な
く
し
か
の

声
き
く
と
き
そ
秋
は
か
な
し
き

 

（
三
十
六
人
撰
61
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
33
・
百
人
一
首
５
）

12
右
　
小
野
小
町

色
み
え
て
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
中
の

人
の
こ
ゝ
ろ
の
は
な
に
そ
あ
り
け
る

 

（
三
十
六
人
撰
64
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
35
）

13
左

　
中
納
言
兼
輔

人
の
お
や
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
と
も

子
を
お
も
ふ
道
に
ま
よ
ひ
ぬ
る
哉

 

（
三
十
六
人
撰
67
）
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あ
た
ら
夜
の
月
と
は
な
と
を
お
な
し
く
は

あ
は
れ
し
れ
ら
む
人
に
み
せ
は
や

 

（
三
十
六
人
撰
100
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
70
）

25
左
　
藤
原
清
正

子
日
し
に
し
め
つ
る
野
へ
の
ひ
め
小
松

ひ
か
て
や
ち
よ
の
か
け
を
ま
た
ま
し

 

（
三
十
六
人
撰
101
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
73
）

26
右
　
源
順

水
の
面
に
て
る
月
な
み
を
か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の
も
な
か
な
り
け
る

 

（
三
十
六
人
撰
104
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
77
）

27
左
　
藤
原
興
風

た
れ
を
か
も
し
る
人
に
せ
む
高
砂
の

松
も
む
か
し
の
友
な
ら
な
く
に

 

（
三
十
六
人
撰
108
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
80
・
百
人
一
首
34
）

28
右
　
清
原
元
輔

ち
き
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ほ
り
つ
ゝ

す
ゑ
の
松
山
な
み
こ
さ
し
と
は

 

（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
82
・
百
人
一
首
42
）

29
左

　
坂
上
是
則

み
義
野
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し

19
左
　
斎
宮
女
御

琴
の
音
に
み
ね
の
松
か
せ
か
よ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
を
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
む

 

（
三
十
六
人
撰
83
）

20
右
　
大
中
臣
頼
基
朝
臣

一
ふ
し
に
千
世
を
こ
め
た
る
杖
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し
君
か
よ
は
ひ
は

 

（
三
十
六
人
撰
86
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
58
）

21
左
　
藤
原
敏
行
朝
臣

秋
き
ぬ
と
め
に
は
さ
や
か
に
み
え
ね
と
も

か
せ
の
を
と
に
そ
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る

 

（
三
十
六
人
撰
89
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
61
）

22
右
　
源
重
之

よ
し
の
山
み
ね
の
し
ら
雪
い
つ
き
え
て

今
朝
は
か
す
み
の
立
か
わ
る
ら
む

 

（
三
十
六
人
撰
92
）

23
左
　
源
宗
于
朝
臣

と
き
は
な
る
ま
つ
の
み
と
り
も
春
く
れ
は

い
ま
一
し
ほ
の
い
ろ
ま
さ
り
け
り

 

（
三
十
六
人
撰
95
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
67
）

24
右

　
源
信
明
朝
臣
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（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
102
）

35
左
　
平
兼
盛

く
れ
て
行
秋
の
か
た
み
に
を
く
も
の
は

わ
か
も
と
ゆ
ひ
の
霜
に
そ
あ
り
け
る

 

（
三
十
六
人
撰
135
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
103
）

36
右
　
中
務

秋
か
せ
の
吹
に
つ
け
て
も
と
は
ぬ
哉

萩
の
葉
な
ら
は
お
と
は
し
て
ま
し

 

（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
108
）

 

」〔
以
上
、
画
帖
裏
側
〕

「
三
十
六
人
歌
合
」
の
所
収
歌
に
つ
い
て
は
、
新
藤
協
三
氏
が
、
公
任

『
三
十
六
人
撰
』
と
俊
成
『
三
十
六
人
歌
合
』
の
両
方
を
掲
載
し
た
「
広
本
」

と
よ
ぶ
べ
き
資
料
の
存
在
を
示
さ
れ
て
い
る
（
⓭
）

。
さ
ら
に
佐
竹
本
「
三
十
六

歌
仙
絵
巻
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
一
首
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
に
つ
い
て
、
そ

の
所
有
歌
の
内
容
か
ら
（
１
）
佐
竹
本
型
、（
２
）
尊
円
本
型
、（
３
）
行
俊
本

型
、（
４
）
松
花
堂
本
型
、（
５
）
拾
穂
抄
型
、（
６
）
歌
仙
抄
型
の
六
種
を
見

出
だ
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
新
藤
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
研
究
の
対
象

と
し
て
複
数
の
伝
本
を
有
す
る
資
料
に
限
定
し
て
便
宜
的
に
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
す
べ
て
の
伝
本
が
い
ず
れ
か
の
型
に
あ
て
は
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
先
に
掲
げ
た
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
所
収
和
歌
を
一
覧

ふ
る
さ
と
さ
む
く
な
り
ま
さ
る
也

 

（
三
十
六
人
撰
113
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
85
）

30
右
　
藤
原
元
真

咲
に
け
り
我
や
ま
さ
と
の
卯
花
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ
ゆ
き
と
見
る
ま
て

 

（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
88
）

31
左
　
小
大
君

岩
橋
の
よ
る
の
ち
き
り
も
た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き
か
つ
ら
き
の
神

 

（
三
十
六
人
撰
119
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
91
）

32
右
　
藤
原
仲
文

有
明
の
月
の
ひ
か
り
を
ま
つ
ほ
と
に

わ
か
よ
の
い
た
く
更
に
け
る
か
な

 

（
三
十
六
人
撰
122
・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
94
）

33
左
　
大
中
臣
能
宣
朝
臣

み
か
き
も
り
ゑ
し
の
た
く
火
の
よ
る
は
も
ゑ

ひ
る
は
消
つ
ゝ
物
を
こ
そ
思
へ

 

（
俊
成
三
十
六
人
歌
合
98
・
百
人
一
首
49
）

34
右

　
壬
生
忠
見

い
つ
か
た
に
な
き
て
ゆ
く
ら
ん
時
鳥

よ
と
の
わ
た
り
の
ま
た
夜
ふ
か
き
に
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写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
と
、
書
写
者
三
十
六
名
の
中
で
は
幸
仁
親
王
が
最
も

早
く
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
没
年
か
ら
書
写
時
期
の
下
限
は
元
禄
十
二
年

（
一
六
九
九
）
七
月
と
な
る
。

書
写
時
期
の
上
限
は
、
筆
者
の
官
職
か
ら
あ
る
程
度
推
定
さ
れ
る
。
29
庭

田
重
条
（「
前
権
大
納
言
」）
が
権
大
納
言
で
あ
っ
た
期
間
は
、
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
）
七
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
27
東
園
基

量
（「
大
納
言
」）
が
権
大
納
言
で
あ
っ
た
期
間
は
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）

八
月
二
十
五
日
か
ら
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
。

21
清
水
谷
実
業
（「
権
大
納
言
」）
が
権
大
納
言
で
あ
っ
た
の
は
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
元
禄
十
年
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
。

以
上
か
ら
、
書
写
時
期
は
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
八
月
下
旬
以
降
と
推
定
さ

れ
、
清
水
谷
実
業
の
任
期
に
よ
り
同
年
の
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
と
限
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
官
職
の
表
記
に
つ
い
て
は
疑
問
な
点
も
あ
る
。
ま
た
、
寄

合
書
で
は
、
親
王
・
法
親
王
を
冒
頭
に
据
え
、
官
職
の
高
位
の
順
に
並
べ
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
で
は
官
職
が
順

不
同
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
じ
狩
野
岑
信
に
よ
る
赤
穂
市

立
美
術
工
芸
館
田
淵
記
念
館
蔵
「
女
房
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
と
、
そ
れ
に
付
属

す
る
筆
者
目
録
と
合
わ
せ
て
後
考
を
期
し
た
い
。

す
る
と
、
躬
恒
・
遍
昭
・
忠
岑
・
元
輔
・
元
真
・
能
宣
・
忠
見
・
中
務
の
八
首

が
『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
に
の
み
一
致
し
、
そ
れ
以
外
は
公
任
『
三
十
六
人

撰
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
藤
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
六
種
と
比
べ
て
み

て
も
、
す
べ
て
に
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。

三
十
六
歌
仙
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
近
世
に
な
っ
て
画
帖
や
書
帖
の
形
で
仕

立
て
ら
れ
、
書
の
面
で
も
芸
術
品
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
が

（
松
花
堂
昭
乗
や
近
衛
信
尹
の
よ
う
な
能
書
に
よ
る
「
三
十
六
歌
仙
帖
」
も
あ

る
）
、
ど
の
和
歌
が
選
ば
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
系
統
が
複
雑
で
未
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
、
帝
塚
山
大
学
蔵

「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
所
収
和
歌
は
そ
の
よ
う
な
考
察
材
料
の
一
つ
と
な
り
う

る
と
考
え
る
。

三
、
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
和
歌
筆
者

帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
和
歌
は
、
近
世
初
期
の
親
王
・
門

跡
・
公
卿
た
ち
に
よ
る
寄
合
書
で
あ
る
（
⓮
）

。
色
紙
の
右
に
貼
ら
れ
た
短
冊
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
和
歌
の
筆
者
を
後
掲
の
対
照
表
で
示
し
た
。

冒
頭
の
人
麿
和
歌
を
担
当
し
た
の
は
、
有
栖
川
宮
式
部
卿
幸
仁
親
王
で
あ

る
。
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
六
月
に
有
栖
川
宮
と
号
し
、
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
）
五
月
十
四
日
に
式
部
卿
と
な
り
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）

七
月
二
十
五
日
薨
去
。
色
紙
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
一
の
時
期
に
書
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（
４
）『
特
別
展 

大
倉
集
古
館
所
蔵 

江
戸
の
狩
野
派
―
武
家
の
典
雅
』（
大

和
文
華
館
、
二
〇
〇
七
年
）
、
同
書
所
収
の
中
部
義
隆
「
江
戸
時
代
前
期

に
お
け
る
江
戸
狩
野
派
」、
宮
崎
も
も
「
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
江
戸

狩
野
派
の
模
索
と
展
開
」
参
照
。

（
５
）『
徳
川
実
紀
』
宝
永
三
年
十
二
月
二
十
七
日
条
に
も
、

　
　 

西
城
奉
仕
の
輩
、
歳
暮
褒
賞
あ
り
。
根
津
の
社
絵
事
つ
と
め
し
画

工
狩
野
随
川
岑
信
に
金
五
百
五
十
両
給
ふ
。

  

な
ど
と
見
え
る
。

（
６
）
岡
倉
覚
三
「
狩
野
芳
崖
」（『
國
華
』
第
２
号
、
一
八
八
九
年
十
一

月
）

（
７
）
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展
図
録
　
赤
穂
の
指
定
文
化

財
』（
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）
等
参
照
。

（
８
）
註
（
３
）
前
掲
書
、
安
村
敏
信
責
任
編
集
『
江
戸
名
作
画
帖
全

集
Ⅳ
　
狩
野
派
　
探
幽
・
守
景
・
一
蝶
』（
駸
々
堂
出
版
株
式
会
社
、

一
九
九
四
年
）
等
参
照
。

（
９
）
村
木
敬
子
「『
玩
貨
名
物
記
』
に
見
る
後
鳥
羽
院
本
歌
仙
絵
に
つ
い

て
」（
大
東
急
記
念
文
庫
『
か
が
み
』
第
50
号
、
二
〇
二
〇
年
）

（
10
）
狩
野
派
、
ま
た
木
挽
町
家
の
「
粉
本
」
に
つ
い
て
は
、
橋
本
雅
邦

「
木
挽
町
画
所
」（『
國
華
』
第
３
号
、
一
八
八
九
年
十
二
月
）、
河
野
元

昭
「
粉
本
と
模
写
」（
板
倉
聖
哲
編
『
講
座
日
本
美
術
史
第
２
巻

　
形
態

の
伝
承
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
等
参
照
。

お
わ
り
に

古
筆
手
鑑
が
流
行
し
た
江
戸
時
代
前
期
に
は
、
当
代
の
公
家
た
ち
に
よ
る
寄

合
書
の
書
画
帖
や
手
鑑
が
多
く
作
ら
れ
た
。
様
々
な
祝
い
の
場
面
で
の
贈
答
品

と
な
り
、
特
に
美
し
い
装
丁
の
画
帖
は
婚
礼
調
度
品
の
一
つ
と
も
な
っ
た
。
帝

塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
装
訂
も
ま
た
、
吉
祥
文
様
の
宝
尽
く
し

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
祝
い
の
調
度
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
絵
や
和
歌
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
が
、
他
の
作
品
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
新
た
な

知
見
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
吉
海
直
人
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
日
本
の
古
典
　
三
十 

六
歌
仙
』（
角
川
文
庫
、
二
〇
二
一
年
）。

（
２
）
平
尾
小
百
合
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」（『
奈
良
学
研
究
』
第
23
号
、

帝
塚
山
大
学
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
）
に
て
、
全
画

面
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
翻
刻
に
一
部
訂

正
を
加
え
た
。

（
３
）
安
村
敏
信
『
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
も
っ
と
知

り
た
い
狩
野
派
―
探
幽
と
江
戸
狩
野
派
』（
東
京
美
術
、
二
〇
〇
六
年
）
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付
記

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
赤
穂
市
立
美
術
工
芸
館

田
淵
記
念
館
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
はJ

S
P

S

科
研
費

21K
00300

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
11
）
松
島
仁
『
徳
川
将
軍
権
力
と
狩
野
派
絵
画
―
徳
川
王
権
の
樹
立
と

王
朝
絵
画
の
創
生
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「「
古
法
眼
」

の
規
範
を
超
え
て
―
三
十
六
歌
仙
絵
扁
額
に
お
け
る
狩
野
探
幽
の
「
一

変
」」（『
民
族
藝
術
』
27
、
二
〇
一
一
年
）、
片
桐
弥
生
「
歌
仙
絵
の
世

界
―
業
兼
本
図
様
の
成
立
と
展
開
を
中
心
に
」（『
和
歌
を
ひ
ら
く 

第
三

巻 

和
歌
の
図
像
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
等
参
照
。

（
12
）
蔵
中
ス
ミ
『
江
戸
初
期
の
三
十
六
歌
仙
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
六

年
）、
久
下
裕
利
『
物
語
絵
・
歌
仙
絵
を
読
む
』（
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
一
四
年
）、
笹
川
博
司
『
三
十
六
歌
仙
の
世
界
―
公
任
『
三
十
六
人

撰
』
解
読
』（
風
間
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）、
同
『
三
十
六
歌
仙
の
世
界

続
―
『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
解
読
』（
風
間
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
等

参
照
。

（
13
）
新
藤
協
三
『
三
十
六
歌
仙
叢
考
』
新
典
社
、
二
〇
〇
四
年

（
14
）
知
念
理
「〈
研
究
資
料
〉
近
世
や
ま
と
絵
作
品
に
お
け
る
公
家
ら
に

よ
る
詞
書
等
の
資
料
的
検
討
（
１
）
土
佐
光
起
筆
「
大
寺
縁
起
」（
開
口

神
社
蔵
）」（『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』
第
19
号
、
二
〇
一
九
年
）、
同

「〈
研
究
資
料
〉
近
世
や
ま
と
絵
作
品
に
お
け
る
公
家
ら
に
よ
る
詞
書
等

の
資
料
的
検
討
（
２
）
土
佐
光
起
筆
「
三
夕
図
」（
個
人
蔵
）
土
佐
光
成

筆
「
新
六
哥
仙
画
帖
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）」（『
大
阪
市

立
美
術
館
紀
要
』
第
20
号
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
に
、
同
時
期
の
公
家

た
ち
の
書
写
活
動
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
。
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帝
塚
山
大
学
蔵
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
周
辺

帝塚山大学蔵「三十六歌仙画帖」書写者担当一覧表

歌仙 書写者 生没年 官職名等

1 柿本人麿 有栖川宮幸仁親王 1656－1699 式部卿・親王

2 紀貫之 勧修寺済深法親王 1671－1701 法親王

3 凡河内躬恒 聖護院道尊法親王 1676－1705 法親王

4 伊勢 大乗院門跡信覚 1674－1701 御門跡

5 大伴家持 二条綱平 1672－1732 右大将

6 山辺赤人 今出川伊季 1660－1709 権大納言

7 在原業平 葉室頼孝 1644－1709 権大納言

8 僧正遍昭 高辻豊長 1625－1702 権大納言

9 素性法師 久我通誠 1660－1719 権大納言

10 紀友則 裏松意光 1652－1707 中納言

11 猿丸大夫 広幡豊忠 1666－1737 大納言

12 小野小町 今城定経 1656－1702 中納言

13 藤原兼輔 徳大寺公全 1678－1720 権中納言

14 藤原朝忠 葉室頼重 1669－1705 中納言

15 藤原敦忠 松木宗顕 1658－1728 権大納言

16 藤原高光 清閑寺熙定 1662－1707 中納言

17 源公忠 柳原資廉 1644－1712 権大納言

18 壬生忠岑 難波宗量 1642－1704 前中納言

19 斎宮女御 正親町公通 1653－1733 権大納言

20 大中臣頼基 油小路隆真 1660－1729 中納言

21 藤原敏行 清水谷実業 1648－1709 権大納言

22 源重之 河鰭実陳 1635－1706 権中納言

23 源宗于 中御門資熙 1636－1707 権大納言

24 源信明 平松時方 1651－1710 宰相

25 藤原清正 万里小路淳房 1652－1709 前権大納言

26 源順 四辻公韶 1670－1700 宰相

27 藤原興風 東園基量 1653－1710 大納言

28 清原元輔 飛鳥井雅豊 1664－1712 左衛門督

29 坂上是則 庭田重条 1650－1725 前権大納言

30 藤原元真 冷泉為綱 1664－1722 治部卿

31 小大君 穂波経尚 1646－1706 宰相

32 藤原仲文 藤谷為茂 1654－1713 宰相

33 大中臣能宣 中山篤親 1657－1716 権大納言

34 壬生忠見 園基勝 1663－1738 中納言

35 平兼盛 中院通茂 1631－1710 前権大納言

36 中務 伏見宮邦永親王 1676－1726 中務卿・親王

（画） 狩野岑信 1662－1709




